
教科名 社会科 科目 地理 週授業時間 ２時間 

 

 

１.教科書および副教材・参考書                      

中学生の地理 世界の姿と日本の国土（帝国書院）  中学校社会科地図（帝国書院）                                                

 

２.授業の目標および内容 

  地理学習の原点は、「ここはどんなところ？」ということを知ることにある。そのためには、 

その地域の歴史や経済、また政治的特色等を同時に把握する必要がある。 

中学校ではまず、その地域の土台となる自然的特色を調べ、その歴史的背景を理解し、その

地域の社会的現象を人間生活とのかかわりを中で多角的にとらえていくものである。地理は「楽

しい」科目である。単に「覚える」科目だけではなく、気候や地形などの自然環境から、その地

域の特性を考え自分の身近な生活に置き換えて考えることが重要である。 

中学１年生では、「世界の地理」を学習し、次年度はその学習を踏まえて世界の中の「日本」 

について学習してゆく。 

地理的視野の拡大は、「コロンブスの新大陸発見」に代表されるように、ヨーロッパに始まり 

現在に至る。その現在は中国の発展がめざましく、その貿易額はアメリカと肩を並べるまでに 

拡大している。そこで本年は世界全体を捉えた上で、アジア地誌から学習を進めて行くことと

する。また、近年の国際社会の重要な課題ともなっている「持続可能な社会（SDGs）」につい

ても環境問題など生徒の身近な事象を取り上げ、解決策を探求する実践例を取りあげたい。 

                        

３.試験について 
             

      １学期 ２学期 ３学期 

定期試験 一次 ５月 二次 ７月 一次 １０月 二次１２月    期末 ３月 
 

内容・難易度について 

定期試験：５０点満点で行います。出題範囲はその都度発表します。 

     （歴史とあわせて１００点満点となります） 

授業で学習した範囲で出題し、主に基本的な知識を問う問題です              

※学期の評価は、地理・歴史を合算し、「社会」の１教科として評価します。 

 

 

１．課題・補習について 

長期休みの課題として、観光パンフレットの作成や世界の国々について各自で調べ学習を行

い、レポートにまとめる等の課題を実践する予定です。 

 

２．評価の視点 

地理についての知識・理解度・資料活用の技能・表現などを総合して評価します。 

 

 

 

 

 

 



授業計画 

学期 単  元 学 習 内 容 備 考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 世界の姿 

 

 

 

 

 

 

第２章 世界の諸地域 

第１節 アジア州 

 

 

六つの大陸と三つの大洋 

世界の地域区分 

赤道・本初子午線などの記入作業 

時差の計算 

 

世界のさまざまな気候 

 

 

アジア州の自然環境 

アジア州の農業・文化と経済発展 

経済成長を急速に遂げた中国 

最も近い隣国，韓国 

経済発展を目指す東南アジア 

産業発展と人口増加が急速に進む南

アジア 

資源が豊富な中央アジア・西アジア 

 

教科書 P.1～13,16～17 

 

 

 

 

教科書 P.28～29 

 

 

教科書 P.46～63 

２ 

 

 

 

 

 

 

第２節 ヨーロッパ州 

（第３節 アフリカ州） 

 

 

 

 

 

 

第６節 オセアニア州 

  

 

ヨーロッパ州の自然環境 

ヨーロッパ文化の共通性と多様性 

EUの成り立ちと人々の生活の変化 

ヨーロッパ州の農業と EUの影響 

ヨーロッパ州の工業と EUの影響 

EU統合による課題への取り組み 

 

 

オセアニア州の自然環境 

移民の歴史と多文化社会への歩み 

他地域と結びついて発展する産業 

 

教科書 P.64～79 

 

 

 

 

 

 

 

教科書 P.118～127 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

第４節 北アメリカ州 

 

 

 

 

 

 

第５節 南アメリカ州 

北アメリカ州の自然環境 

移民の歴史と多様な民族・文化 

大規模な農業と多様な農産物 

世界をリードする先端技術 

アメリカ合衆国にみる生産と消費の

問題 

 

南アメリカ州の自然環境 

多様な民族や文化が混ざり合う社会 

大規模化する農業と成長する工業 

ブラジルにみる開発と環境保全 

 

教科書 P.92～105 

 

 

 

 

 

 

教科書 P.106～127 

 

 

 


